
香美市議会だより平成27年11月1日 第39号

45

意 見 書 を 国 に 提 出 し ま す

「国の責任による３５人以下学級の前進」を求める意見書（案）

　小学校 1年生の３５人学級は、２０１１年に義務教育標
準法が改正され、３１年ぶりに学級編成基準が改善された
ことにより実現しました。
　国に先駆けて少人数学級を実施している自治体では、学
級規模が小さくなることで不登校や生活指導の件数が減り、
学習に対する理解や意欲も高まり、また定数増で教職員が
子どもと向き合う時間が増えて学校が落ち着いてきたなど、
これらの施策が有効であることが報告されています。
　２月２３日の衆議院予算委員会で安倍首相は、「さらに
３５人学級の実現に向けて鋭意努力をしていきたい」と答
弁しました。
　また、６月５日の衆議院文部科学委員会は、全会一致で、
義務教育標準法を改正して小学校２年生以上も３５人以下
学級を推進するよう求める決議を可決しました。
　３５人以下学級の拡充は圧倒的多数の保護者・教職員・
地域住民の強い願いであり、自治体独自の少人数学級は今
年度も前進していますが、自治体間の格差が広がっています。
　よって、国におかれては、以下の事項について取組んで
いただきますよう強く要望します。

記

１．小・中学校の３５人以下学級を計画的に前進させること。
２．３５人以下学級実現のため、教職員定数改善計画を立て
ること。

　今議会に提案された意見書案は４件で、2 件が可決され国に提出されることとなり
ました。全会一致で可決された意見書案第 17 号を紹介します。
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賛否が分かれた議案等に対する各議員の賛否の状況

会派 市民クラブ 自由クラブ 日本共産党と 
くらしと福祉を守る会 公明党 無 
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議案

第102号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ －

第103号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ －

第104号 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

意見書案

第14号 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × －

第15号 × ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × －

第16号 × × × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ×

※「○」は賛成、「×」は反対、「－」は議長につき採決に加わらず。意見書案第16号は賛否同数のため議長決議により否決。

９ 月 定 例 会 に 提 出 さ れ た 議 案 等

番号 件　　　　　　　名 結果

報告

第14号 損害賠償の額の決定及び和解について －
第15号 損害賠償の額の決定及び和解について －
第16号 平成26年度香美市健全化判断比率の報告について －
第17号 平成26年度香美市資金不足比率の報告について －

承認 第12号 平成27年度香美市一般会計補正予算（第２号） 承認

議案

第87号 平成26年度香美市一般会計歳入歳出決算の認定について 継続
第88号 平成26年度香美市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 継続
第89号 平成26年度香美市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 継続
第90号 平成26年度香美市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 継続
第91号 平成26年度香美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 継続
第92号 平成26年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定について 継続
第93号 平成26年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定について 継続
第94号 平成26年度香美市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）歳入歳出決算の認定について 継続
第95号 平成26年度香美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 継続
第96号 平成26年度香美市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び歳入歳出決算の認定について 認定
第97号 平成26年度香美市工業用水道事業会計歳入歳出決算の認定について 認定
第98号 平成27年度香美市一般会計補正予算（第３号） 可決
第99号 平成27年度香美市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決
第100号 平成27年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） 可決
第101号 平成27年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号） 可決
第102号 香美市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 可決
第103号 香美市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可決
第104号 定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定について 可決
第105号 香美市防災行政無線デジタルシステム（移動系）整備工事の請負契約の締結について 可決
第106号 平成27年度香美市一般会計補正予算（第４号） 可決

同意 第６号 監査委員の選任について 同意

意見書案

第14号 マイナンバー制度実施を延期し、廃止を求める意見書の提出について 否決
第15号 伊方原発を再稼働しないよう求める意見書の提出について 可決
第16号 「集団的自衛権」行使を具体化する「平和安全法制整備法案」、「国際平和支援法案」の今国会での成立を断念するよう求める意見書の提出について 否決
第17号 「国の責任による35人以下学級の前進」を求める意見書の提出について 可決

陳情 第１号 土地利用の環境整備について 継続


